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概要
現在、類似楽曲検索の需要が高まっている。音楽のオンライン販売やストリーミング配信などの
サービスが始まり、膨大な楽曲群の中から自分好みの楽曲を探し出す機能が求められている。しか
し、音楽作品は、漫画や小説などと比べて要約が難しく、一つ一つの楽曲を試聴して自分が求める
楽曲かどうかを判定するには膨大な時間的なコストや労力が必要となる。そこで、自動で似た楽曲
を検索するための様々な手法が提案されている。
類似楽曲を検索する手法には、解析する楽曲データに対し周波数解析を行って特徴検出をするも
のや、楽曲を未知の言語で書かれた文章であるとして、自然言語処理の手法を応用するものなどが
ある。これまでの自然言語処理的な手法では、TF-IDFなどを用いて楽曲の特徴ベクトルを生成し、
それらのベクトル間の距離を定義することで楽曲間の類似度を測っている。そのため、楽曲全体の
統計的な特徴は考慮されているものの、楽曲の特徴が登場する順番や文脈が考慮されないという問
題がある。楽曲を聴いて受ける印象は、自然言語の文章のように登場するフレーズの順序や文脈に
依存する。類似楽曲と判断するためには、局所的なフレーズの一致などを見るのではなく、フレー
ズの順序や文脈を考慮する必要性がある。
そこで、本研究では曲フレーズが持つ文脈情報を含んだ楽曲の特徴ベクトルを作り出すために、

word2vecを用いた楽曲間の類似度を測る手法を提案する。word2vecとは自然言語処理の分野で提
案された単語特徴ベクトルを獲得する手法の一実装である。単語特徴ベクトルはニューラルネッ
トワークによる学習で獲得される。word2vecでは、単語とその周辺にある単語を用いて単語の共
起確率を計算する。これにより、ある単語は周辺にどの単語があるときに登場しやすいかが学習さ
れ、word2vecにより獲得される単語特徴ベクトルは、それぞれの単語がどのような文脈で使用さ
れるかを表現したものになる。

word2vec は自然言語処理の分野の手法であるため、単語を持たない楽曲にそのまま適用する
ことができない。そのため、楽曲に word2vecを適用するために、MIDI形式の楽曲データを一度
MML形式に変換し、更に、MML形式の楽曲データから単語を作る処理を行った。この単語を本
論文では音声単語と呼び、MML文から固定の長さで切り出すことで生成した。

2曲、あるいは 3曲の楽曲に対して音声単語を生成し、word2vecを用いて特徴ベクトルを獲得し
た。また、ある楽曲の一部を別の楽曲に挿入した楽曲に対しても同様に特徴ベクトルを獲得した。
得られた特徴ベクトルは主成分分析を用いて 3次元に図示することで、その特徴を捉えられること
を確認した。
次に、曲数を増やし、独自に定義した類似尺度を用いて楽曲間の類似度を測り、結果を検討した。
実験には JPOPと演歌調の楽曲、クラシック楽曲を使用した。クラシック楽曲や演歌調の楽曲はそ
れぞれ JPOPとは違う音楽構造をしているため、これらの楽曲間の類似度は小さくなることが期待
できる。実験の結果、いくつかのパラメータでジャンルによる楽曲間の尺度分離を行えることが確
認できた。今後の課題として、音声単語の生成方法や、word2vecによる学習の際に考慮する周辺
語の数の調節などが挙げられる。


